
世界でおきるすべてのことは､それ藍見つめる入と、

見つめる視点が愛われば．まるで違って見えろ｡！

ある人にとっての昇る朝日は、ある人にとってば沈

む夕｢Ｉ。おもしろい動きの虫だなあと思う人と「こな

いで～」とjHlう人。誰かにとっての何気ない－．浦が、

椎かにとってば心の中にいつまでも残る一商になるlMf

もある。

雛もが'２１分の経験と心のフィルターを通してlluMを

見ている。

ｒ1分ひとりの中でさえ、いつでもそれは同じじゃな

い。［1分ひとりの小さな視点だけで世界を見ているな

んてもったいない。時には、他の人の目と視点を(l↑I）

て世界をみろと、見えてくるものは違ってくる。

他の人の11になりきれなくても、「そんな風にみえ

るんだ」と思うだけでもおもしろい。笑ったり、泣い

たり、怒ったり、･･･そんなことも全部包み込むように、

世界は蝋かなmilllIとすてきな事件にあふれている。

環
1ＭK足腿（とやおたけし）

I976lIf愛知県生まれ。H1】学校の臨時俄目を脇て゜pIMijk人キープ趣会弱111毅両印繋部に所風。コテＦ１

テの生き樹プログラムから、繭子お楽しみ系、揃噂澗掴jiHlの研侮系、邪獅届業務、国境伍億、広fllfRピ、
何でもllWio田近Ｉ児の父となり､ｎ々の生活が:rすます楽しくて仕方がない。「戟育｣が人生のテーマ・

｢脱力祭」が人生のスタンス。世界はもっともつとステキになるといっても蝿っている。
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ま
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っ
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っ
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世
界
の
一
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そ
の
ま
ん
ま
で
い
い
よ
」
と
い
う
言
葉
が
間
こ

ろ
文
意
、
赤
と
鵬
の
デ
ザ
イ
ン
が
と
て
も
心
地
一
仕
組
み
の
問
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だ
。
現
実
の
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貧
し
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知
一
え
て
き
そ
う
な
写
真
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し
た
一
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で
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。
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て
い
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こ
と
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だ
．
肥
人
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編
背
を
．
ろ
』
写
真
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殿
影
し
た
篠
木
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は
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擬
蕊
議
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掛
が
、
漢
字
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語
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一
念
⑪
輪
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者
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身
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点
か
ら
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か
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》
ま
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先
人
が
蝋
し
た
知
忠
や
蝿
気
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メ
ッ
セ
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ジ
を
く
陸
え
て
く
れ
る
一
冊
。

自
然
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
そ
の
時
Ⅲ
と
向
き

脇
け
て
く
れ
ま
す
．
古
代
の
人
が
兇
て
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た
世
「
お
カ
ネ
で
世
界
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方
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『
戦
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。
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、
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打
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０
０
０
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Ⅲ
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．
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的
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一
法
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シ
リ
ー
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あ
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．

旧
森
の
小
で
す
ご
す
子
供
と
大
人
の
蝋
か
厳
時

り
ま
す
。

－
１
人
ひ
と
り
の
生
活
が
、
ど
ん
な
こ
と
に
つ
川
・
写
真
も
ス
テ
キ
。

先
人
が
み
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い
た
世
界
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
一
な
が
っ
て
い
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の
か
、
視
点
を
変
え
れ
ば
見
え
「
巻
末
の
、
「
森
の
ょ
う
ち
え
ん
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
」

溌
宇
の
中
に
は
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

》
て
く
る
。

と
「
森
の
せ
ん
せ
い
の
ひ
そ
ひ
そ
蹄
』
も
ス
テ
キ
。

人
間
と
し
て
大
切
な
こ
と
は
、
何
千
年
伽
か
一
１
人
ひ
と
り
の
生
活
は
い
い
こ
と
も
、
悪
い

「
子
供
の
目
も
ス
テ
キ
で
す
。
そ
れ
を
見
守
る

ら
ず
っ
と
か
わ
っ
て
は
い
な
い
。

》
こ
と
も
、
世
界
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

大
人
の
目
も
ス
テ
キ
で
す
。

視点が変われば、

世界が変わる
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カ
メ
ラ
を
も
っ
た
大
人
と
こ
ど
も
が
パ
チ

リ
、
パ
チ
リ
。
同
じ
も
の
を
見
て
い
る
つ
も
り

で
も
、
見
え
て
い
る
も
の
も
、
心
の
中
で
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
は
ま
る
で
違
う
。
子
供
の
視
線
、

大
人
の
視
線
は
単
純
に
高
さ
だ
け
の
問
題
で
は

な
く
、
何
か
と
出
会
っ
た
時
の
懸
肋
の
レ
ベ
ル

だ
。
カ
メ
ラ
ひ
と
つ
で
生
き
て
き
た
写
典
獺
の

大
人
と
．
カ
メ
ラ
を
持
つ
こ
と
を
蹄
さ
れ
た
だ

け
で
う
れ
し
く
て
仕
方
が
な
い
子
供
の
、
絵
日

記
み
た
い
な
文
剛
サ
イ
ズ
の
写
真
典
。

子
供
の
頃
に
、
自
分
が
過
ご
し
た
塒
所
を
今

の
自
分
が
訪
ね
た
ら
ど
ん
な
風
に
感
じ
る
ん
だ

ろ
う
。

大
人
の
写
真
。
子
供
の
写
真
。

新
倉
方
造
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中
田
燦
薯

鱒

大人の写真｡愚
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宇
宙
～
そ
の
広
が
り
を
し
ろ
う
～

加
古
里
子
ぶ
ん
／
え

加
古
里
子
さ
ん
の
本
は
、
ど
れ
も
眺
め
て
い

る
だ
け
で
楽
し
く
な
っ
て
く
る
。

小
さ
な
蚤
の
と
ぶ
高
さ
に
は
じ
ま
っ
て
、
い

ろ
い
ろ
な
動
物
や
趣
物
、
乗
り
物
の
高
さ
や
速

さ
、
だ
ん
だ
ん
と
視
点
は
大
き
く
な
っ
て
い
く
．

人
の
醗
史
や
生
嘗
物
の
す
ご
さ
を
蝿
じ
ろ
た
く

さ
ん
の
絵
と
数
字
は
、
つ
い
に
は
宇
柵
の
果
て

ま
で
た
ど
り
つ
く
。

同
じ
シ
リ
ー
ズ
の
本
に
「
川
」
「
海
」
『
地
球

～
そ
の
中
を
さ
ぐ
ろ
う
」
が
あ
る
。

こ
の
本
の
最
後
は
こ
ん
な
風
に
し
め
く
く
ら

れ
て
い
ろ
。

『
こ
の
ひ
ろ
い
宇
宙
が
あ
な
た
の
活
蹄
す

る
と
こ
ろ
で
す
。
で
は
宇
宙
の
果
て
か
ら
お

別
れ
し
ま
す
．
さ
よ
う
な
ら
！
」
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